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目的 

目 的  

 就労人口が高齢化し、産業の生産性を維持するために労働者の生活習慣病対策が重要である。労働安

全衛生法の定期健康診断、高齢者医療確保法の特定健康診査等、さらにトータルヘルスプロモーション

プランによる健康管理が実施されている。トータルヘルスプロモーションに関する指針やマニュアルでは集

団指導にも言及しているが、個人指導の手法が中心になっている。個人指導では本人の関心がないと初

回の面接することが困難であり、指導の効果を享受できる人が限られる。職場での対象集団は、その事業

所に勤める労働者であり、地域住民のような接触場面が少ない集団と異なり、方法を選べば効果もより大き

なものなるはずである。 

 

 山口県は三大死亡原因となる生活習慣病の死亡率が高い（全国 40 位前後）。山口県はよりよい生活習

慣の実践を目指して、平成 20 年度から 20、30 歳代若年成人へのヘルスプロモーションに取り組み始め、

健康行動に関する知識、技術の獲得を促すようにマニュアル（｢２０歳代、30 歳代の健康支援ガイドブッ

ク」）を作成した。報告書の事前調査では、20、30 歳代労働者 3849 人で次のことがわかった。1)講演、掲示

物、リーフレットの健康情報の印象が残っているのは 8%程度で、インターネットは 13%であった。テレビ・ラジ

オ、新聞は 20-50%であったことと比較すれば非常に低い影響力であった。2)現在推奨されている健康行動

に関する知識が低いのは、野菜摂取量(40%）と身体活動量(60%)であった。これをもとに、報告書では若年

者により健康的な生活を送れるような支援方法を提案しているが、実践はそれぞれの機関（事業所、地方

公共団体）に委ねられている。 

 

 健康問題の少ない成人に、将来の疾病予防のための健康的な行動の実践を促すには、集団を対象とし

たアプローチが必要である。これまでいくつかの報告では、メディアの効果が検討されている。情報の認知、

身体活動の増進（階段の利用など）に効果のある報告がある。今回労働者に、野菜摂取量、身体活動量に

関する知識普及できる媒体の効果（ソーシャルマーケティングあるいはヘルスコミュニケーション）を職場で

検証し、効果的な方法を提案することを目的とした。 

 

上記の目的を達成するために、集団にはたらきかける媒体（ポスター、フライヤー、社内イントラネット教育

講演）を製作し、半年間の暴露の前後で労働者の媒体の認知、および知識の獲得を比較し、媒体の効果

を検証する。今回、調査で用いる知識は野菜摂取量（健康日本 21、厚生労働省)、および身体活動量（エ

クササイズガイド 2006、厚生労働省）とした。 

 

 

厚生労働省. 事業場における労働者の健康保持増進のための指針. 平成 19 年.  

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/10.pdf 

 

山口県. 20 歳代、30 歳代の健康支援ガイドブックについて. 平成 20 年. 

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a15200/kenkou/kenkoushien.html 
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方法 

方 法  

事業対象地域 

 山口県岩国二次医療圏（岩国健康福祉センターの管轄内）にある事業所に参加を呼びかけた。圏域は

山口県東部にあり、ほぼ岩国市に一致し岩国市の人口は 15 万人弱である。商業・金融業 2 事業所、製造

業 2 事業所を今回の調査対象とした（表１）。 

表１ 対象事業所 

 A 事業所 商業・金融 

 B 事業所 商業・金融 

 C 事業所 製造業 

 D 事業所 製造業 

研究計画は、産業保健調査研究倫理審査委員会で承認された。 

 

スケジュール 平成 22 年度 

 

ポスター、チラシ 

原案作成 

印刷 

介入（前半） 

 ポスター貼付 

介入（後半） 
 ポスター貼付 

6 月 7 月 8 月 10 月 11 月 12 月 9 月 1 月 

参加事業所募集 
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方法 

ポスター、チラシの製作 

内容は、山口県健康増進課および山口県岩国健康福祉センターと話し合って決めた。 

製作には、山口大学大学院理工学研究科 情報・デザイン工学専攻 木下研究室（木下武志准教授）と

話し合った。内容は対象者の注意を引き、メッセージを伝えることができ、必要な知識を獲得できるものとし

た。その目的のために、野菜 vegetable の”V” 、身体活動量の単位エクササイズ Ex の”E"を模ったシンボ

ルマークを用いた。メッセージは、それぞれ「食から始める健康づくり 野菜を 1 日 350g 以上を目標に」、

「めざそう！“1 週間に 23 エクササイズ” 1 日に 1 万歩をめざして、今より 1000 歩プラス」とした。それぞれ

2種類のポスター（100部ずつ）とチラシを印刷した（2000部ずつ）。ポスターは、A2サイズでシンボルマーク

とキャッチコピーを配置した。チラシは A4 サイズで表面にシンボルマークを配置し、裏面に健康的な生活

習慣の解説、目標、目標達成ための注意点について、文章とイラストをつけて配置した。 

 

介入方法 

ポスター貼付 

 貼付期間を説明日（8 月末以降）から 12 月末までとした。貼付はおおよそ対象者の目の高さになるように

し、印刷面が隠れることの多いマグネットよりも、できるだけ画鋲を使った。2 枚並べて貼付ができる場合に

は、人間の視線が左から右に移動しやすいので、右側に色彩を多く用いた、注意を引きやすい野菜のポス

ター、左側に身体活動のポスターを貼付した。紫外線があたる場所では、退色するので定期的に張り替え

るように事業所の担当者に説明した。 

 

チラシの配布 

 チラシを社員個人に配布した。C 事業所のみ社内イントラネットを用いて PDF ファイルを配信した。C 事業

所では、ほとんどの労働者が社内イントラネットを利用できる環境であった。 

 

教育講演・セミナー 

 4 つの事業所に保健所スタッフによるセミナー開催のお願いをした。そのうち D 事業所のみ協力が得られ、

12 月下旬に 1 回実施した。24 人が参加した。保健所管理栄養士と健康運動指導士が実施し、手法は山口

県「20 歳代、30 歳代の健康支援ガイドブック」を基にして行った。 
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方法 

事業所ごとの対応状況 

 

A 事業所（商業・金融）の 1 サテライト 

・ポスター貼付 2 枚並べて食堂に貼付した。 

・チラシ配布 2 枚一緒に職員に手渡した。 

 

B 事業所（商業・金融）の 2 サテライト（B-1、B-2） 

・ポスター貼付 1 枚ずつ貼付して、期間の途中でもう一つのポスターに変えた。 

        B-1・・社員ロッカー室の出入口 

        B-2・・事業所出入口 

・チラシの配布 2 種類のチラシ時期をずらして１枚ずつ、ミーティングの際に手渡した。 

 

C 事業所（製造業）（8 月 27 日貼付の説明） 

 事業所 協力会社を含めて、約 1600 人（質問調査対象は 1100 人）。男性が多かった。 

 敷地内に大きな河川があり、事業所は大きく 2 箇所（C-1, C-2）に分かれていた。 

 貼付機関は、8 月 27 日から 12 月 28 日までとした。 

 

・ポスター貼付場所 原則的に 2 枚並べて貼付した。 

  ① C-1 診療所入り口玄関 

  ② C-1 本部事務所 

  ③ C-1 労働組合事務所 

  ④ C-1 更衣室（体育館の 1 階で、掲示板がある） 

  ⑤ C-1 研究所（1 号館；100 人弱の子会社）1 階掲示板 

  ⑥ C-2 事務所内 

  ⑦ C-2 総合事務所 ふれあいホール、食堂前 
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方法 

  ⑧ C-2 更衣室 （1 枚貼付で、交換する）。 

・チラシの配布はなく、社内イントラでチラシの内容を通知した。 

 

D 事業所（製造業）（8 月 27 日貼付の説明） 

 事業所 入り口５箇所 約 1000 人の労働者で、現在分社化している。 

 部署ごとの共通の掲示板、休憩所に貼付した。 

 9 月初旬に貼付して、11 月初旬にポスターを張り替え、12 月末まで貼付した。 

 

・ポスター貼付場所 

 D-1 部署ごと（20 箇所） 

 D-2 事務所、工場（交替勤務あり） 

   ①入り口の掲示板 

   ②休憩所の壁 

   ③食堂の壁 

 D-3 研究所 （約１６０名）  

   ④３階休憩室の掲示板 

   ⑤１階食堂の壁面 （研究所、医薬品製造関係の社員） 

⑥ 総合事務所 

 

・チラシは、社内便で個人に配布した。 
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方法 

評価方法 

介入（啓発）前の調査は 8 月末に実施した。個人に配布し、それぞれ事業所内で留め置きとした。介入（啓

発）後の調査は 1 月初旬に実施した。質問調査は、前後比較が可能で、かつ研究者が個人特定できない

ように事業所ごとの個人番号を書き込み、A４サイズ 1 枚の調査票を作成した（資料Ａ、Ｂ）。健康行動に関

する知識として、山口県の「２０歳代、３０歳代の健康支援ガイドブック」を基に、野菜の摂取量の目標値、身

体活動量の目標値の問題（クイズ）を作成した。 

啓発前調査票では現在の健康状態、健康的な生活習慣の取り組み、人口統計情報について質問した。

啓発後調査票では人口統計情報は回答の対応を確認するためだけに性別、年齢だけにした。啓発後調

査では、シンボルマークに気づき、記憶に残っているかどうかについて質問した。 

 

統計解析 

 調査票を集計し、割合（％）を求めた。介入前後の両方に回答した人で、問題の正解率、健康的な行動

に変えようした人の割合を求めた。また、事後調査の問題の回答、健康的行動について、交絡因子を調整

してオッズ比を求めた。 
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結果 

結 果  

対象者の特徴  

4 事業所の労働者数は 2322 人で、回答率は啓発前 63％、啓発後 76％、前後で照合可能であった対象者

数は 38％であった。照合可能者は、若年者に多く、男性が多かった（表 2－8）。 

 

表 2 回答者数 

  労働者数 

回答者数 

啓発前 回答率% 啓発後 回答率% 両方回答 回答率% 

A 事業所 61 人 61 人 100% 53 人 87% 50 人 82% 

B 事業所 44 人 39 人 89% 44 人 100% 31 人 70% 

C 事業所 1193 人 516 人 43% 785 人 66% 315 人 26% 

D 事業所 1024 人 852 人 83% 891 人 87% 491 人 48% 

合計 2322 人 1468 人 63% 1773 人 76% 887 人 38% 
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結果 

表 3 年齢構成 

  

 後発啓 前発啓 両方回答 

人 構成％ 人 構成％ 人 構成％ 

20 歳代以下 235 人 16% 288 人 16% 174 人 20% 

30 歳代 455 人 31% 531 人 30% 306 人 34% 

40 歳代 318 人 22% 369 人 21% 184 人 21% 

50 歳代 364 人 25% 472 人 27% 198 人 22% 

60 歳代以上 88 人 6% 108 人 6% 22 人 2% 

未回答 8 人 1% 5 人 0% 3 人 0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前後回答者

20%

35%21%

22%

2%

0%
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結果 

表 4 性別 

  

 後発啓 前発啓 前後両方回答者のみ 

人 構成％ 人 構成% 人 構成％ 

男性 967 人 66% 1213 人 68% 689 人 78% 

女性 496 人 34% 559 人 32% 195 人 22% 

未回答 5 人 0% 1 人 0% 3 人 0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 部署 

 前発啓  前後回答者のみ 

 ％成構 人  人 構成％ 

労務職 90 人 6% 43 人 5% 

技能職 306 人 21% 215 人 24% 

技術・専門職 404 人 28% 281 人 32% 

営業・販売職 52 人 4% 42 人 5% 

サービス・保安職 8 人 1% 3 人 0% 

事務職 217 人 15% 152 人 17% 

経営・管理職 87 人 6% 61 人 7% 

農林漁業職 2 人 0% 0 人 0% 

その他 285 人 19% 80 人 9% 

未回答 17 人 1% 10 人 1% 

前後回答者

5%

24%

32%

17%

9%

5%

0%

7%

1%

前後回答者

男性

78%

女性

22%

未回答

0%

5%24%32%5%0%17%7%0%9%1%

労務職

技能職

技術・専門職

営業・販売職

サービス・保安職

事務職

経営・管理職

農林漁業職

その他

未回答
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結果 

表 6 職位 

 前発啓  前後回答者のみ 

 ％成構 人  人 構成％ 

役員以上 1 人 0% 0 人 0% 

部長・次長クラス 18 人 1% 10 人 1% 

課長クラス 62 人 4% 41 人 5% 

係長・主任クラス 134 人 9% 98 人 11% 

専門職 48 人 3% 36 人 4% 

一般社員 825 人 56% 615 人 69% 

派遣社員 22 人 1% 7 人 1% 

その他 345 人 24% 74 人 8% 

未回答 13 人 1% 6 人 1% 

 

前後回答者

11%

69%

1%

5%

4%

1%

21%

1%

0%1%4%9%3%57%1%24%1%

役員以上

部長・次長クラス

課長クラス

係長・主任クラス

専門職

一般社員

派遣社員

その他

未回答

 

 

 

10 11



結果 

表 7 就業形態 

  

啓発前 前後回答者のみ 

人 構成％ 人 構成％ 

日勤 1045 人 71% 672 人 76% 

交代勤務・夜勤 230 人 16% 169 人 19% 

未回答 193 人 13% 46 人 5% 

 

 

 

 

表 8 勤務時間 

  

啓発前 前後回答者のみ 

人 構成％ 人 構成％ 

８時間程度 971 人 66% 626 人 71% 

６時間程度以下 192 人 13% 39 人 4% 

未回答 305 人 21% 222 人 25% 

前後回答者

日勤

76%

交代勤務・

夜勤

19%

未回答

5%

前後回答者

８時間程度

71%

未回答

25%

６時間程度

以下

4%
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結果 

シンボルマークの認知  

前後比較可能な対象者（887 人）で、ポスターでシンボルマークを見たという人は 44％で、次がチラシで

あった（26％；表 9）。保健指導でシンボルマークの活用を勧めたわけでないが、保健指導での認知があっ

たと答えた人がいた。質問票で保健指導の定義が曖昧であった。 

 

表 9 シンボルマークの認知（887 人） 

  

あった あると思う わからない ないと思う なかった 未回答 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

チラシ 114 人 13% 116 人 13% 195 人 22% 222 人 25% 218 人 25% 22 人 2%

ポスター 242 人 27% 155 人 17% 143 人 16% 163 人 18% 174 人 20% 10 人 1%

社内メール 65 人 7% 89 人 10% 246 人 28% 234 人 26% 224 人 25% 29 人 3%

講演・セミナー 56 人 6% 72 人 8% 234 人 26% 216 人 24% 282 人 32% 27 人 3%

保健指導 69 人 8% 101 人 11% 221 人 25% 195 人 22% 275 人 31% 26 人 3%

 

13%

27%

7%

6%

8%

13%

17%

10%

8%

11%

22%

16%

28%

26%

25%

25%

18%

26%

24%

22%

25%

20%

25%

32%

31%

3%

3%

3%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ちらし

ポスター

社内メール

講演・セミナー

保健指導

あった

あると思う

わからない

ないと思う

なかった

未回答
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結果 

クイズの正解率  

 3 つの質問の正解率は、いずれも改善していた。「誤答から正答へ」の変化も「正答から誤答へ」の変化よ

りも高かった。 

次のクイズにお答えください。 
(ア) 成人が、１日に摂りたい野菜摂取量は、どれでしょうか。 

         ３５０ｇ以上           ２５０ｇ以上              １５０ｇ以上         わからない 

(イ) 「エクササイズ（Ex）」とは身体活動・運動量を表す単位です。健康づくりのためには、どのくらいの
身体活動・運動量が目標でしょうか。 
１週間に 

          ３ Ex           １３ Ex                  ２３ Ex           わからない 

そのうち、活発な運動は、 

         １ Ex                 ４ Ex                    ８ Ex           わからない 

表 10 クイズの正解率の変化 

  
正解率 誤答→正答 

の変化 

正答→誤答 

の変化 啓発前 啓発後 

１日の野菜摂取量 320 人 36% 415 人 47% 190 人 21% 95 人 11% 

１週間の身体活動量 113 人 13% 226 人 25% 158 人 18% 45 人 5% 

１週間の強い身体活動量 175 人 20% 225 人 25% 148 人 17% 98 人 11% 

 

36%

13%

20%

47%

25%

25%

21%

17%

11%

5%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１日の野菜摂取量

１週間の身体活動量

１週間の強い身体活動量

啓発前正解率 啓発後正解率 誤答→正答
の変化

正答→誤答
の変化

 

18%
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結果 

クイズの正解と媒体の記憶 多変量解析 

 

野菜摂取量の目標値とは関係はなかったが、身体活動の正解とチラシ、ポスターでのシンボルマークを見

た記憶は関連があった（表 11）。またメディアの組み合わせでも効果があった。 

 

表 11 性・年齢・事業所・初期値を調整したロジステック回帰分析 

 値P 間区頼信%59 比ズッオ 

    標目取摂菜野

チラシ（フライヤー） 1.15  (0.97 , 1.37) 0.101 

 511.0 )13.1 , 79.0(  31.1 ータスポ

社内イントラネット 1.10  (0.91 , 1.33) 0.335 

セミナー・教育講演 1.17  (0.95 , 1.45) 0.135 

 775.0 )72.1 , 78.0(  50.1 導指健保

メディア・ミックス 1.02  (1.00 , 1.05) 0.093 

身体活動目標     

チラシ（フライヤー） 1.29  (1.07 , 1.55) 0.007 

ポスター 1.44  (1.22 , 1.71) <.0001 

社内イントラネット 1.22  (0.99 , 1.50) 0.066 

セミナー・教育講演 1.22  (0.97 , 1.53) 0.084 

 534.0 )43.1 , 88.0(  90.1 導指健保

メディア・ミックス 1.06  (1.03 , 1.09) 0.001 

身体活動目標（高強度）     

チラシ（フライヤー） 1.06  (0.88 , 1.27) 0.534 

ポスター 1.22  (1.04 , 1.44) 0.016 

社内イントラネット 1.14  (0.93 , 1.39) 0.205 

セミナー・教育講演 1.12  (0.90 , 1.39) 0.299 

 270.0 )54.1 , 89.0(  91.1 導指健保

メディア・ミックス 1.02  (0.99 , 1.05) 0.125 

  媒体の記憶は「あった」「あったと思う」を合わせた。メディア・ミックスは、5 つの媒体を合計した。 

他の変数を調整しても結果は変わらなかった。 
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結果 

健康的行動  

 野菜・果物を積極的にとるようにしているという態度は増えていた（表 12）。しかし、身体活動や全般的な

生活習慣を変えようという人の割合は高くなっていなかった。 

 

１． 上記の媒体を見て、ご自分の生活習慣を変えてみようと思いましたか。 
   そう思う   ややそう思う       どちらでもない     あまり思わない      まったく思わない 

２． 野菜や果物を積極的に食べようとしていますか。 
   している    ややしている      どちらでもない     あまりしていない      していない 

３． 積極的に身体を動かすようにしていますか（通勤、ウォーキング、スポーツ参加、子どもと遊ぶ）。 
   している    ややしている      どちらでもない     あまりしていない      していない 

表 12 健康的行動の態度の変化 

  啓発前 啓発後 正の意識変化 負の意識変化 

生活習慣を変えようと思った 519 人 59% 377 人 43% 134 人 15% 303 人 34%

野菜・果物を取るようにしている 659 人 74% 714 人 80% 211 人 24% 147 人 17%

体を動かすようにしている 595 人 67% 565 人 64% 157 人 18% 189 人 21%

59%

74%

67%

43%

80%

64%

15%

24%

18%

34%

17%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生活習慣を変えようと思った

野菜・果物を取るようにしている

体を動かすようにしている

啓発前 啓発後 正の意識変化 負の意識変化

 

啓発後の「生活習慣を変えようと思った」は「ロゴ（シンボルマーク）を見て変えようと思った」であり、前後の

質問は同じではなかった。 
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結果 

健康的行動と媒体の記憶 多変量解析  

 

生活習慣改善の意識は、関連があった。野菜・果物摂取量増加の意識は、チラシ、ポスター、社内イントラ

ネットでシンボルマークを見た記憶と関連があった。 

 

表 13 性・年齢・事業所・初期値を調整したロジステック回帰分析 

 値P 間区頼信%59 比ズッオ 

生活習慣改善意識    

チラシ（フライヤー） 2.09 (1.76 , 2.49) <.0001 

ポスター 1.94 (1.66 , 2.26) <.0001 

社内イントラネット 1.90 (1.56 , 2.31) <.0001 

セミナー・教育講演 2.04 (1.64 , 2.53) <.0001 

保健指導 2.21 (1.82 , 2.69) <.0001 

メディア・ミックス 1.15 (1.12 , 1.19) <.0001 

野菜・果物摂取量増加意識    

チラシ（フライヤー） 1.42 (1.11 , 1.82) 0.006 

ポスター 1.30 (1.06 , 1.59) 0.012 

社内イントラネット 1.40 (1.04 , 1.88) 0.025 

セミナー・教育講演 1.33 (0.98 , 1.80) 0.065 

 150.0 )96.1 , 00.1( 03.1 導指健保

メディア・ミックス 1.06 (1.02 , 1.10) 0.002 

身体活動量増加意識     

チラシ（フライヤー） 1.12 (0.93 , 1.36) 0.219 

 795.0 )32.1 , 98.0( 50.1 ータスポ

社内イントラネット 1.15 (0.92 , 1.42) 0.213 

セミナー・教育講演 1.11 (0.88 , 1.40) 0.391 

 704.0 )53.1 , 98.0( 90.1 導指健保

 401.0 )60.1 , 99.0( 30.1 スクッミ・アィデメ

  媒体の記憶は「あった」「あったと思う」を合わせた。メディア・ミックスは、5 つの媒体を合計した。 

他の変数を調整しても結果は変わらなかった。 
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考察 

考 察  

 今回チラシ、ポスターの視覚的なシンボルマークの記憶は、それぞれ26%、44%であった。山口県「20歳代、

30 歳代の健康支援ガイドブック」にある、掲示物などの印象が残っている人 8%よりも高い数値であった。対

象者やメッセージを限定していることで、明確な効果を測定できた。 

チラシ、ポスターには、知識向上や健康的な生活態度に効果があった。啓発後の調査で、視覚的なシン

ボルマークの記憶を尋ねた。そのため、健康的な態度に変化した人に、視覚的なシンボルマークが記憶に

残ったことを意味するかもしれない。しかし、啓発前後で比較して、クイズの正解率、野菜・果物摂取量増

加の態度のある人が増加していることは、視覚情報デザインの伝達効果を示すものである。 

 教育講演には、はっきりした効果がなかった。協力事業所が 1 か所で、参加者数が非常に少なく、効果を

検出できなかったかもしれない。もっと積極的に協力参加を促すべきである。しかし、職域での保健活動と

して、安全教育や業務そのものに関する教育が優先され、集団健康教育には限界がある。教育講演のコス

トは高く（20 ページ参照）、大きな集団の場合は他の媒体も活用した複合的な効果を期待するべきである。 

 メッセージの内容は、対象集団が健康行動変容のどの段階であるかを把握して決めるべきである。シンボ

ルマークの認知は、野菜・果物を積極的に摂取しようという態度とは関連があり、身体活動のクイズの正解

率と関連があった。身体活動のメッセージは、厚生労働省「エクササイズガイド 2006」に基づくものであるが、

具体的な行動方法を示しているわけではない。既報では行動を促し、客観的な行動測定を行い、階段の

利用を訴えるポスターが職場で効果があることを示している。シンボルマーク製作のコンセプトは知識の向

上であった。野菜のシンボルマークも 1 日 350g という情報を提供する目的であったが、食生活行動に関連

するものであり、態度に変化があったと考えた。 

 疾病予防のためには健康的な行動を継続することが必要である。労働者に働きかける内容は知識獲得

であり、行動変容を促すことではなかった。知識や関心、それに態度は行動変容ステージの初期段階であ

り、重要なステップである。既報ではポスターなどの媒体は、階段の利用など閲覧できる場所に貼付され、

その場でできる行動を促すものが多い。そのほかには、野菜摂取、コンドーム利用などがあるが、知識向上

だけを目的とするものは少ない。しかし、今回野菜については、クイズの正解率よりも、野菜・果物を取ると

いう態度と関連していた。対象者がどのような準備段階にあるかによって影響する段階が異なると考える。 

 チラシの配布方法は、A、B 事業所のように小さな事業所では手渡しであった。A 事業所では記憶に残っ

た人の割合が多く、B 事業所は他の事業所と同じであった。face-to-face のほうが、印象が残るという報告

がある。今回の調査ではチラシの渡し方を決めているわけではなく、今後詳細に検討すべきである。 

 ポスターの貼付位置は事業所の都合に合わせて、限定せざるを得なかった。多くの人が利用する更衣室、

事務室が多かったので効果が現れたかもしれない。一方貼付場所、枚数をどれだけの対象者が見るかを
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考察 

考えて決めたわけではなく、今後検討すべきである。ポスターの大きさは A2 で、これまで A1、A2 は A3 より

も効果があるという報告と矛盾しない。 

 本研究にはいくつかの限界がある。行動変容ステージの移行には、社会的サポートも影響する。職場内

で同僚との交流を評価していない。曝露要因は、記憶だけで客観的な指標ではない。保健指導で活用し

ていないのに、わずかの人が記憶に残ったと答えていた。ただし、保健指導を定義していないので、他の

媒体の場合や、保健指導を受けるときにみたポスターやチラシの影響もある。対象地域と職場が限られて

いるのも結果を一般化するときの限界のひとつである。 

 本研究では、多くの対象者に参加いただいた。また、保健所と協力した調査研究を行い、お互いの利点

を活かし、欠点を補うことができた。結果はポスター、チラシのシンボルマークで健康メッセージを伝えること

ができた。今後地域の拡大、メカニズムの解明し洗練され、一般化できる手法を開発していく必要がある。 

 

キー・メッセージ  

職場で健康関連シンボルマークを使ったチラシ・ポスターを用い、労働者の知識・態度は変化する。 

ポスターとチラシは、多くの人にメッセージを伝える。  

メッセージの内容によって、労働者の変化（行動変容ステージの移行）は異なる。 

ポスター・チラシの製作にはデザイン理論に則ったデザインが必要である。 
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費用効果分析 

  個々の費用は、適宜現実的な数値に入れ替えて再計算してください。 

ポスターとチラシの製作                        合計 317,065 円 

 円529,181 ）類種2（  ンイザデ 

  ）類種2（    刷印 

         チラシ  2  円000,77 部000,2×類種
         ポスター 2  円007,53 部001×類種

 打ち合わせ 

デザイン 1 時間×4 回（市内キャンパス間移動） 0 円 

貼付    1 時間×２回×4 箇所 日当 2,600 円×2 人×2 日 

+旅費 1,890×2×2 = 17,960 円 

 運搬（山口駅-岩国駅：約 120km） 1,890 円*往復(JR 利用仮定) = 3,780 円 

 円0 ）石磁、鋲画、所場（ 付貼 

 労働者がポスター・チラシを読む時間による労働損失 0 円 

 

 啓発前後調査ができた８８７人のうち、95 人が野菜クイズの正解者が増えた。労働者全員に前後調査対
象者と同じ効果があったと仮定した。 

317 千円 ÷ （95 人 × 2,322 人/887 人） ＝ 1.3 千円/人 

 

教育セミナー 1 回実施     合計 42,886 

   2 次医療圏内の保健所職員が実施した。 

 講演 演者執務費 1 時間 （山口県 35 歳と仮定 専門職） 
                    2,498 円/時間×2 人 4,996 円 
       演者旅費  山口駅-岩国駅 1890 円×1 名 1,890 円 
     聴講者参加による労働損失  1,500 円×24 人 =  36,000 円 

 円0 ）内市（回2×間時1  せわ合ち打 

 円0 成作料資 

 円0 成作書文内案 

 円0 営設場会 

 

 今回の調査では参加者から非参加者への波及効果は考慮しなかった。平成 21 年度山口県若年成人メ
タボリックシンドローム予防対策事業では、教育セミナーで野菜クイズの正解率は、55.3％から 70.2％に増
加した（16.9 ポイント上昇）。今回の参加人数は 24 人だったが、山口県の事業では 32 回実施して、平均参
加人数は 40 人程度であった。 

  43 千円 ÷ （24 人 × 0.169） ＝ 11 千円/人
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身体活動・野菜シンボルマークのはいった「チラシ」のそれぞれ表（左）と裏（右） 

   

  

20 21



 

ポスター・チラシ製作デザイン・使用マニュアル 

 

１．伝えたいメッセージを明確にする。 

  情報を盛り込みすぎない。ポスターのデザインはシンプルにし、複雑にならない

ようにする。 

 

２．デザインを専門家に依頼する。 

  印刷会社でも簡単なデザインをしてもらえるが、専門家（デザイナー）に依頼し、

デザイン理論にあわせて制作するほうがよい。 

デザイナーに、コンセプト、使用方法を明確に伝える。 

 

３．貼付場所には、目線、動線を考える。 

  ポスターを配るだけはいけない。自ら貼付を確認する。 

対象者の目の高さにポスターの中心がくる。視線は、左から右、上から下に動

くことに注意する。 

 

４．貼付期間を決める。 

古いポスターははずし、色褪せる前に新しいポスターに張り替える。効果的な

貼付期間を設定し、期間以外は貼らない。 
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A．質問票 啓発前 

B．質問票 啓発後 

C．啓発前の質問調査回答 

D．啓発後の質問調査回答 

E．事業所別のシンボルマークの記憶 

22 23



A．啓発前 
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A．啓発前 
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B．啓発後 

B．質問票 啓発後 
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B．啓発後 
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B．啓発後 
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C．啓発前 

C．啓発前の質問調査回答集計 
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C.啓発前 
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C．啓発前 
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C.啓発前 
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C．啓発前 
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C.啓発前 
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C．啓発前 
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D．啓発後 

D．啓発後の質問調査回答集計 
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D．啓発後 
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D．啓発後 
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D．啓発後 
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D．啓発後 
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D．啓発後 
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E．シンボルマークの記憶 

E．事業所別のシンボルマークの記憶 

A事業所

１．野菜摂取や身体活動に関するロゴ（裏）を次の媒体で見たことがありますか。

あった あると思う わからない ないと思う なかった 未回答 あった あると思う わからない ないと思う

ちらし（フライ
ヤー）

7 13 8 11 9 2
ちらし（フラ
イヤー）

14% 26% 16% 22%
ヤ ） イヤ ）

ポスター 17 14 6 5 8 ポスター 34% 28% 12% 10%

社内メール・ウェ
ブページ

2 3 13 13 16 3
社内メール・
ウェブペー
ジ

4% 6% 26% 26%

衛生・健康の教
育講演・セミナー

1 3 12 11 20 3
衛生・健康
の教育講 2% 6% 24% 22%

育講演 セミナ の教育講
演 ナ産業医や産業看

護職の保健指導
1 5 10 12 19 3

産業医や産
業看護職の
保健指導

2% 10% 20% 24%

14% 26% 16% 22% 18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ちらし（フライヤ ） 14%

34%

4%

26%

28%

6%

16%

12%

26%

22%

10%

26%

18%

16%

32%

4%

0%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ちらし（フライヤー）

ポスター

社内メ ル ウェブペ ジ

14%

34%

4%

2%

2%

26%

28%

6%

6%

10%

16%

12%

26%

24%

20%

22%

10%

26%

22%

24%

18%

16%

32%

40%

38%

4%

0%

6%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ちらし（フライヤー）

ポスター

社内メール・ウェブページ

衛生・健康の教育講演・セミ

ナー

産業医や産業看護職の保健指

14%

34%

4%

2%

2%

26%

28%

6%

6%

10%

16%

12%

26%

24%

20%

22%

10%

26%

22%

24%

18%

16%

32%

40%

38%

4%

0%

6%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ちらし（フライヤー）

ポスター

社内メール・ウェブページ

衛生・健康の教育講演・セミ

ナー

産業医や産業看護職の保健指

導

あった あると思う わからない ないと思う なかった 未回答

B事業所

１．野菜摂取や身体活動に関するロゴ（裏）を次の媒体で見たことがありますか。

あった あると思う わからない ないと思う なかった 未回答 あった あると思う わからない ないと思う

ちらし（フライ
8 4 6 7 5 1

ちらし（フラ
26% 13% 19% 23%

14%

34%

4%

2%

2%

26%

28%

6%

6%

10%

16%

12%

26%

24%

20%

22%

10%

26%

22%

24%
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E．シンボルマークの記憶 
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